
一わかまち歴史嬬訪、足もとの文化遺産への請い

ミュージアム都留からのお知らせ

ミュージアム甲斐・ネットワ“ク事業　県立美術館所蔵作品巡回展

O「大正新版画の作家たち」会期10月4日（土）～11月3日（祝）
江戸時代に大衆芸術として親しまれ、興隆をきわめた浮世絵版画は、明治維新後、開国によって新聞や写真、石版画な

どの新技術や芸術が欧米からもたらされると、衰退の一途をたどり、日清・日露の戦争絵を最後に終焉をむかえます。
一方、欧米で日本文化や美意識への憧れが広まり、浮世絵に対する評

価が高まったことで、江戸時代の浮世絵を複製して海外へ輸出する事業

が行われるようになり、また優れた浮世絵の作品が、海外へ流出してし

まう事態も起こりました。

大正時代、浮世絵版画商であった渡辺庄三郎は　こうした状況を憂い、

浮世絵版画の復興をめざすとともに、時代に合わせた改革をこころぎし

て、伝統的な木版画の技法に有望な若手の作家たちの感覚を合わせ「大

正新版画」を生み出しました。

本企画展では、県立美術館の協力により、渡辺庄三郎が起こした「大

正新版画運動」において中心的な役割を果たした橋口五葉、川瀬巴水、

名取春仙、伊東深水ら6人の作家に焦点をあて、彼らの作品の中から、
『浅草観音堂大提灯』『長鴇禅を看たる女』

特に江戸時代の浮世絵版画と同じ分業制によって制作された「新版画」と呼ばれる作品を紹介します。

会　場　ミュージアム都留　第二展示室

※会期中、小中学生の観覧料は無料です。

※「ミュージアム甲斐in券」を提示すると観覧料を

3割引します。

。ワエ仁慈鱒諷認襲綴鰯 
「R。ietReine・－トランプに遊ぶ王様と王妃・」 

会　期10月4日（土）～11月9日（日） 

開館時間　午前9時～午後4時30分　－ 

会　場　増田誠美術館（ふるさと会館2階） 

休館日　月曜日、第3火曜日、祝日の翌日 

トランプの王様や王妃を　　′　滋鑑琵濫 

擬人化して遊び心に溢れた　　　　　　　課 

∴∵∴∴∴車　∴軍 ∴∴∴ いカ－ドから飛び出しで一　言謹競売 

∴∴∴∴　∴1∴†：∴山 
『ダイス』 

休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日が休 

館）、第3火曜日、祝日の翌日 

観覧料　一般　　　　300円（210円） 

高・大学生　200円（140円） 

小・中学生100円（70円） 

※（）内は20名以上の団体料金 

※チケットは増田誠美術館と共通券となっています。 

間合先　ミュージアム都留　℡（45）8008 

∴勝山城の：なぞに追∴る！ 

曝翻覿瀬懇議織慈悲慈轍恕騒輸鱒翻擬態合筆避鎌鵜讃 　　　　　　　　　　　　　　∴一ヽ一一 
率言ふう ：いました言調査では、排水の満と考えられた清拭過総の翻蜜を： 

漣潜灘護i域潔怒熱敵縞繚績蟄繊維嬢が騒認慈羅藤娘敵艦 
∴の辞椿から箱煤であると考えられます。掘はあ∴る時期で埋め∴ら： 

ね、その規模を小さくし、その後、浦のような辞蘭こなったと考∴ 

説蜜熱蒸散灘贈澱灘績凄藤懸蔭瀕凝擬態鉦遼灘闘潮騒邁鉦 
漣潜のぽ 

：ねた堀である可能性が雪えられ小山田氏の時代まで遡る可能： 

廟i華錘讃素敵線繋曹∴羅醸感奮凝議観念軽業蕃塊漆嚢璃… 
崩御の項として様態していたことがうかがえます。 
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